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持続的社会の 現に向けた土 や生態系、 などの 土基 を える役 も されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画論における科学 の役 とス ート ティの展望 

 計画論と科学  

現代の 計画論は、 の える 題に対して「 と 」「コ ティと自動 社会」と

いった相対する要 の結 きや、「高さと 機能」といった 来になかった結 きを配 計画に

り交 て 消しているが、その要は特 な かではなく、合理的で 展 が可能な科学 により

新されたイン ラの が確認できる。また、 の全 計画の からは、科学 は は リテ

ィと 業 の関与が であったが、 日では 基 ・ 土基 の イン ラの多様化とイノ ー

ン志向が きており、そこに科学 の がうた れている。 

 

 ス ート ティの展望 

 年、科学 をより一 づくりに用いるス ート ティ

構 が で展 されている。 は低 社会の 現に向

けて ICT を新たな イン ラとする動きが見られたが、ICT そ

のものが多くの 域に展 されていることから、ス ート ティ

においても新しい「社会イン ラ」を て、 ー スの多様化

と 合化を る 流にある。 

ただし、イン ラは を える基 であるが、持続的な

の全てを担うものではなく、 の ではイン ラの上でなさ

れる 域活性化 の 行 によって の を 出している。 

科学 により多様化する「社会イン ラ」は、 の様々な

を可能にする。そこに く するための仕 を重 ること

が のス ート ティの づくりの 別化に められる。 
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年の 日本大 を境に日本の環境は大きく 化した。エネルギー 題に対する懸念が増 し、特

に原子 の 安と が大きなう りとなって をもたらしている。 のエネルギー 題を

見 し、その 展望が めて 要である。また、 環境 題も さを めてきており、 の対

が められている。そこで、エネルギー 題と 環境の 展望を めて する。特に石 資源

がその ークを過ぎて、減 の時代に っていることから、 の 石 の対 をどうするのか、この

題は けて通れない。また、 の の 的な増大とともに、 環境が に となり、

二 化 題を めて 本的な対 が 要である。これらの 題に対して 的な展望を る。 

 

石 資源の展望と課題 
 現代社会は石 けの であり、石 なしには り たない。しかし、その資源 についての 機

感は めて く、現代社会はこのことに せず、 然と過 していると ざるを得ない。石 は

めて 少資源であり、 1に すように、その と どが 1.3 年 の白 に生 したものであ

り、 くとも 3 の 2,000 年 までに生 したもので、それ にもそれ にも生 されたこと

がない めて特異な、 少資源である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      1 石 の 定的生 時  

 
を知ることによって、 可能 を できるこが かった。このHubbert peakの 題はDeffeyes 

K.S.によって に 明された。さらに、Heinberg R.が The Party’s Over – Oil, War and the Fate of 
Industrial Societies’, Clairview Books (2003)と題して、 の石 題がどう展 するのか、その

を論じている。その中で、 2 は Campbell が の石 の 出と消費の 来動向を しく し、

すでに ークが過ぎた現 を す きだと論じた資料である。すでに石 が減 の時代に ったこと

はかなり な 題であり、そう くない 来に 本的な対策が 要となる。ではど な 策がある

のか その対 として自然エネルギーを る向きがあるが、現 用している石 と同等の と価

を自然エネルギーに することはできない。特に 題なのは、自然エネルギーのエネルギー得 、EPR
Energy Profit Ratio、エネルギー 出エネルギーと 用可能エネルギーの ）が しく低いことで、 

その石 の 少性を え、すでに ークを過

ぎた現 、 に減 が にあると

いう認識が 要である。そのことを く え

て来たのが、Campbell,C.であり、 で の

主 する ASPO Association for the Study of 
Peak Oil）が精 的に を めてきた。そ

の結果、 の石 蔵 はすでに 2006 年に

ークを過ぎてしまい、現 は に減 す

る に っているということである。そ

の としたのが Hubbert peak の 念であ

る。1971 年にア リカの 学者、King 
Hubbert が、ア リカの石 資源の 蔵 を

調 た結果、 の ークを過ぎて、減 に

ずる 過が、対 の となり、その

ークの を知ることによって、 可

能 を できることを発見した。この ー

クを Hubbert peak と い、その ークの  
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             1 の石 生 動向と Hubbert peak1) 

 
 
 
                  2 の石 生 動向と Hubbert peak 
 
ある。石 の EPR は は 100 を えていたが、 20 りとなり、現 は 8 である。これは石

の減 に い、 件が に しくなってきているためである。一方、 発 は 15 あり、原

子 は 17 と高い。これは ス 法 6.6）と 心 法 28.2）の であり、その ウラン

が 、全 が 心 法となり、さらに が 、プラントの の 働 などの 件が

されれ 、40 を えることも 可能ではなく、大 に される を している。一方、自然エネル

ギーの EPR は、 で 2 、 1.9、 2.5、 発 で 1.9 などと しく低い。これ

らの状 から、 来の石 の代 エネルギーとしては原子 エネルギーが最も なものと考えなけれ

ならない。しかし、 の 原子 の 的な 事 で原子 に対する と 発は しく高ま

っている。それではどうするのか として のところ 的な対 を未だに すことができな

いでいるのが現状である。 
 

スト石 資源の展望と課題 原子 エネルギー の と 題 
 石 に代 る と を えたエネルギー資源としては原子 エネルギーしかないといっても、 原

発事 と同じ原子 発 方法をそのまま受け れることはできないから、どうするのか 的代 が

要である。これまでの原発事 では 心 が こることで 的な事 になっている。では 心

が こらない原子 というものがあるのかといえ 、それはトリウ に めることができ

る。トリウ というのは、ウランの代 りにトリウ を用いる原子 のことであり、1950年代

にア リカ、エネルギー DOE）が 発し、1960 年代に が した 験 である。その 験

は 1965 年に に し、69 年 12 まで 事 で 26,000 時間の を で、 に し

た。しかしその 果が 用に らなかったのは、すでにウラン原子 発 が 1966年から 1974年にか

けて建 ー になっていたことがある。日本では、1979年、 でもあった 大の

郎 が「原子 エネルギー 発の新方向」と題して、トリウ が 心 の こらない理

的な であることを指 していた 1979 年 7 、日本工業 楽部 206 業 会）。 時、 は

来のウラン軽 には多くの 題があると指 、特に 1979 年 3 に こった スリー イル の原

子 事 レ ル ）を 析し、ウラン原子 の 題 を 明、トリウ が 心 の こら

ない れた原子 であることを 調した。 が指 したウラン軽 の 題 とは、 ） 一に 心

を流れる が 150 という高 で流れていることである。スリー イル での事 はこの

にある安全 が まらなかったことによって こった。 ） 二に、 料 の中心 が 2000 という

高 になるのに対して、それを する は 150 に高めても 300 が で、大きな ギャッ

プが するということである。この ギャップが を こして、事 の原因となる。 

その 、1986年 4 にウクライ のチ ルノ イリ事 レ ル ）が こり、ウラン原子 の

性が めて見 されることとなった。この 題は の原子 事 で対 の 事ではなくなり、日本で

も原子 発 の しい が 生えた。しかし、このような状 でも ランスは原子 性 70

を 持し、ドイ は原発 性 ロを 定したが、 ランスからの 通を受ける を 保して

いる。ア リカは最 になって原子 発 の建 を 定した。このような の動きは、エネル
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ギー資源の原子 性を できない状 を明確に している。その中で日本はどうするのか、

的な リ りを られている。その 策はウラン原子 ではなく、トリウ 原子 を

が 一 された対 ではないか。さもなけれ 、日本のエネルギー 策はいずれ する にある。 

 

環境と ・ 題 
 環境 題はこれからの一 で、重大な 題であると れる。 の は 2100 年 ろま

で増 し続け、2010 年に 70 を えた かりだが、2100 年には 100 を えると されており、

のキャパ ティーを上 る を し、すでに自らを する 能 が れている状態である。

しかし、 の は、 15 haと に し、もはや 大の は されていない。

ラジルの を すれ 多少の はあることになるが、 資源のこれ 上の減少は としても

けなけれ ならない。それどころか、 の は に 化しつつあり、 化が 、 の

でも の 化は う くもない状 にある。 

の 的可 は 30 クタールであるが、 の は 15 クタールで、この

30 年の間これを上 ることはできないできた。しかし、 の 生 は 1970 年の 11 トンから

2006 年には 21 トンに増大し、生 性の向上で とか 要の増大が れてきた。これからも の

増大が続くから、一 たりの は減少の一 であり、多少の 業の 新はあっても、 料

事情はかなりの ースで に 化する。さらに、 の 化、 化の 行、 の 、 に

よる の発生などの 題に対 しなけれ 化の一 を ることになる。 の 上 の は 1970
年から 2005 年までに 2 に増えたが、一 たりの 得は 7.8 に増大している。発展 上 の生活

レ ルが向上すれ 、 が増えることで、 に 要な は の から 10 を 要とす

るので、 料事情はさらにタイトになる。 で最も 大な 業 は中 であるが、 の は低

く、 の 大は できない。 の最大の 出 はア リカであるが、もはや生 の 大は

できず、土 の 化、 資源の から、現状 持が しい。 一 ができるのは ア リカであり、

ラジルの 業にはなお 大の はあるが、 保全も重要であり、また の 蔵になるだけの容

は できない。また、 年の中 、インドの 発展は目 ましく、 料 要も大きく増大してい

る。このような事情から、 の 事情は に に向かっている。2005 年では の 8.5 、

2009 年で 10.2 が 足にあり、毎日 2.5 、年間 900 が している。 の多くの

では 料の自給 が 100 を えているが、 一日本は 40 を り、 においては 27 しかな

い。これは の 53 を り、大きなリスクを えているのである。一方日本の は 2010 年で

1 2535 、5 年 より 37 減り めて減少に じ、2050 年には 1 を ると されてい

る。徳川時代、 の 300 年間は 2700 が 持されてきたが、現 の日本の は 時代の 300
ha から現 480 ha になっている。それでも日本の 容 は 4,300 分しかないのである。 

 

二 化 化論 の 見 
 動に関する 間パネル IPCC(Intergovernmental Panel on Climate Change)が 1988年に

された。これは、 連合環境計画 United Nations Environmental Program: UNEP）と 連の

門機関である 象機関 World Meteorological Organization: WMO）によって された で

ある。本来は、 動 とは 関 のない であったが、科学的調査を行う機関の が

れたために、IPCC が 年おきに出してきた評価報告書(Assessment Report)が活用されるようになっ

てきた。2001 年の 3 報告書に の が 1900 年 から 上 を始め、その原因が 業 来

の 間の 出した二 化 による 化のためだと めつけた。これを受けて 動

が 結され、2003年には が二 化 出 減の を めた 定書が 結された。しかし、

最大の 出 ア リカは、自らの に合 ないとして、 定書から してしまった。さらに、

2007年に出された 4 報告書では、 3 報告書で 化の として目 であった、 ッケーステ

ィック を、 計的なデータ 理が であったとして、報告書から することを なくされた。 

 これまでのところ IPCCが主 する二 化 が 化の要因であるという はどこにもない。 

確かに、二 化 は 室 果 スであるが、それが 化を き こしているという 的な

は見 たらない。 から 4.5 年 の ルド ス から ルル にかけて、二 化 は 4000ppmと

の 10 上もあったが、これまでの の中でも特に な で、二 化 の 化 果

というものは こっていない。 業 、 の二 化 は に しながら増大している。 
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                3 代 6 年の 環境 化 

 

この間 の は 1910年から 1940 年 まで が増えて 活動が活発になって、上 して行っ

たが、1940 年から 1970 年にかけては が減少し、それにつれて も低 して行った。このこと

は、 の は二 化 の増 とは関 なく、 活動を して 化していることを して

いる。また、1991年に ィリ ンの 山が大 し、 の が 2年間 ど上がらなかった。

このことは二 化 が増 しても、 が上がらないことを している。これら つの現象は二

化 が の 化に 影響していないことを すものといえる。 

グ 活動と 動 
 3からもう一つ ることは、石 から にかけて 中の が現 の 21 に 5 も多

い 35 を えていたことである。このことはそれ の ルル 、デ ン 、石 の高 、高二

化 の まれた環境で の 合 が めて活発となり、多 の が 、それが もれて

石 を した。それに い の 合 が生 出す の増 に い、動 の も となり、

大なトン が 交い、 が する まれた 環境となった。 

3の 代の の 化はおよそ一 年 りの周 で こっていることが かる。これは の

グ 活動の周 的 化と関連がある。 の グ がスーパープルー として上 し、 大 に き上

がり、 山活動が活発となって 大 の分 を き こすと、 が上 し、 対にコールドプルー

が ントルに と、大 が集まって 大 を し、 な が れる。 はこのような

大 の分 と を り してきた。6 年 の全 結時代は ンドワ 大 の に う

であり、その 大 が スーパープルー で分 し、い ゆる生 のカン リア 発を て、

生 の大 化が だ。3 年 には石 から ル にかけてパン ア大 が され、

となった。この 大 はア リカスーパープルー の上 で分 し、 日に っている。1.5

年 の白 は スーパープルー で であったが、3000 年 から 化が始まり、200

年 から本 的な に り、 日に っている。現 は にもその間 にあるので、 な

の間を 受している。一 年 り続いた間 は どなく を え、あと 10 年は続くと れ

る に する にある。特に石 の 、これからの本 的な に えて最も が

ならないのは、十分なエネルギー 給 の確保であろう。それにはやはりトリウ 原子 が最も

な であると れる。 
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